
方向性 結　　論

ごみ・危険物
等の収集

①市民にごみの分別や減量化を浸透させるには、３Ｒの
考え方と分別することによる効果等について、市民から
理解を得るよう継続的に周知が必要である。

②缶類や紙類の分別を促すためには、缶類の収集日を統
一することや、紙紐を使わず紙袋（箱）等でまとめて出
す方法など、より市民が出しやすい方法を検討すべきで
ある。

③収集業者への委託については、地理的条件や回数等を
考慮し適正な委託料を設定し、地区ごとの収集回数につ
いても、費用対効果を見極めながら、目標年次を定めて
統一に向け検討すべきである。

④資源ごみの収集については、全て市が実施するのでは
なく、民間企業の取り組みと連携しながら、より効率的
な方法を検討すべきである。

①市報、ホームページ、分別冊子などにより継続的に周知
してまいります。

②現在検討中の事項ですので、まとまり次第機会をとらえ
て周知していく予定です。

③１年程前から統一（見直し）に向けた検討をしており、
平成31年度を目標年次としております。

④一般廃棄物の収集については、法律により市町村が実施
主体となります。資源ごみについては、大型スーパーなど
でも店頭回収していただいており、利便性の向上が図られ
ています。また、その回収量についても市へ報告いただい
ており、リサイクル率の向上にも寄与しています。今後も
店頭回収の拡大を目指して、その支援方法について検討し
てまいります。

あらかわ病児
保育センター
の指定管理

①子育て支援の充実のため必要なサービスであるが、現
状では荒川地区周辺の利用者がほとんどであり、全地区
で利用しやすい環境整備が必要である。

②病児保育センターの利用対象者を、学童保育所の利用
対象者と合わせるとともに、開所時間、開所日について
も、保育園や学童保育所と合わせ利便性の向上を図る必
要がある。

③病児保育センターの運営について、病院内の施設利用
や病院職員との兼務、医療機関との連携強化により効率
的に運営するため、市以外の医療法人等が事業主体とな
ることについて検討が必要である。

①村上地区におきましては、平成32年度に移転新築予定の
村上総合病院に病児保育施設を併設予定です。また、山北
地区につきましても設置等について医療機関と協議をして
いるところです。市内全域で同じサービスが受けられるよ
う環境整備に取り組んでいるところです。

②対象年齢につきましては、アンケート調査や利用状況を
踏まえ、平成32年度の村上総合病院の病児保育施設の開設
時に併せて検討してまいります。また、開所時間につきま
しては、協力医療機関などと協議をしながら検討してまい
ります。なお、開所日につきましては、協力医療機関が土
曜休診となることから、安心・安全にお預かりするために
現状のままで実施したいと考えています。

③市の施策として子育て環境の充実を掲げていますので、
子育てと就労の両立を支援する病児保育施設の整備につい
ては市が主体となって事業を進めておりますが、その中
で、医療法人等が事業主体となり運営することでサービス
や効率性の向上につながる場合も考えられますので、検討
してまいります。
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村上市
今後の方向性

拡大基調（コスト拡大、成果拡充）

生産性向上（コスト維持、成果拡充）

効率性向上（コスト縮小、成果維持）

協働化（コスト縮小、成果拡充）

現状維持（コスト維持、成果維持）

縮小（コスト縮小、成果縮小）

休・廃止（コスト皆減、成果休廃止）

拡大基調（コスト拡大、成果拡充）

生産性向上（コスト維持、成果拡充）

効率性向上（コスト縮小、成果維持）

協働化（コスト縮小、成果拡充）

現状維持（コスト維持、成果維持）

縮小（コスト縮小、成果縮小）

休・廃止（コスト皆減、成果休廃止）


